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新機能・高性能 
窒化物半導体光デバイスの開発

ＬＥＤ（発光ダイオード）／レーザ／半導体キーワード

半導体にレーザの光を照射し、内部の欠陥
や歪みを分析したり、半導体内での「発光」
の機構を調べたりすることが得意です。専
門的には、時間分間フォトルミネッセンス測
定や顕微反射測定といった測定を極低温ま
で冷却して行っております。最近では、光音
響・発光同時計測法という「内部量子効率」
を精密測定する新しい手法を開発し、世界
的に注目されています。量子力学を用いて
の半導体内部での電子の状態を計算する
のも得意です。お気軽にお問合せください。

窒化物半導体光デバイスにおいては、紫～青色あたりの色で発光効率の高い光デバイス（LEDやレーザ）が既に実現しているが、緑
色や紫外線の波長領域ではまだ性能の高い発光デバイスが実現していない。特に、緑色は三原色の１つであり、高性能な緑色半導体
レーザの実現は携帯用フルカラープロジェクターやレーザディスプレイなどの応用へと繋がる。また、紫外線LEDには、コロナウイルス
を殺す（正確には不活化する）効果があり、現在開発が急がれている。本研
究室では、緑色半導体レーザや紫外線ＬＥＤなどを作製している企業と連携
し、その半導体を分析し開発の支援を行ったり、材料そのものの科学を解
明することにより、新規のデバイスの構造提案を行ったりしている。

図は緑色レーザについて本研究により得られた設計指針を示すものであ
り、ある特定の方向を向いた結晶基板を用いることで、高品質な緑色半導
体レーザが得られることが示されている。
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